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■ 学歴                                      

 
■ 学位                                      

 
■ 研究分野                                    

 
■ 研究キーワード                                 

 
■ 研究課題                                    

 
■ 担当授業科⽬                                  

 
■ 授業を⾏う上で⼯夫した事項                           

※ 助教・助⼿については、実習・演習等の指導を⾏う上で⼯夫した事項 

１． ⻄南⼥学院⼤学保健福祉学部看護学科 卒業 

１． 2000 年 学⼠（看護学） 

１． 地域・在宅看護学 
２．  
３．  

１． 在宅ケア、訪問看護、在宅移⾏⽀援、多職種連携、糖尿病、看護教育 
２．  
３．  

１． 地域完結型医療における看護師の在宅移⾏⽀援 
２． 在宅療養の場における他職種連携 
３． 糖尿病の継続看護における訪問看護の役割 

１． 早期看護実習 
２． 在宅看護演習 
３． 在宅看護学実習 
４．  
５．  
６．  
７．  
８．  
９．  
10．  

１． 授業科⽬名【早期看護実習】 



 
■ 学会における活動                             

 
■ 研究業績等に関する事項（2024 年度）                       

⼤学⼊学間もない学⽣が、看護活動の実際を⾒ることで、今後の学習の動機づけとなるように関
わった。準備としては学内でのオリエンテーションから、学⽣がイメージしやすいように資料作
りや訪問看護ステーションとの内容調整を⾏った。臨地実習当⽇は病院と⾼齢者施設（訪問看護
ステーション）で実習を⾏う中で、主に⾼齢者施設（訪問看護ステーション）での実習で学⽣に
関わり、学⽣の関⼼がある部分を深めたり疑問を解決できたりするように声かけをしながら、学
内実習での学びにつなげられるように関わった。学内実習では、グループワークで⾃分達の学び
を深め他者に伝える経験ができるように関わった。 

２． 授業科⽬名【在宅看護学演習】 
学⽣が模擬事例をイメージしやすいように、単位認定教員と事例の内容を検討しカルテや資料を 
作成した。在宅看護学やこれまでの既習の知識を踏まえてつなげて考えられるように関わった。 
授業は個⼈ワークとグループワーク、発表を組み合わせた授業であり、各グループをラウンドし 
グループディスカッションを⾏えるように声かけや雰囲気づくりを⾏った。グループワークでの 
意⾒が出にくい場合は、⼀部ファシリテーターとしてグループでの意⾒が出るように関わった。 
また看護師だけでなく多職種と関わることが多いため、多職種連携の視点でも助⾔を⾏った。 

３． 授業科⽬名【在宅看護学実習】 
新カリキュラムと旧カリキュラムで⾏う実習が混同しており、実習前は単位認定教員とともに実
習施設とスケジュールや実習内容の調整を⾏った。 
実習中は、実習施設指導者と学⽣の調整を⾏いながら、学⽣が⽬標達成できるように関わった。
既習の知識をもとに実習を⾏い、同⾏訪問を⾏うが実際の現場で⾒て考えた気づきからさらに知
識のつながりや必要性を感じることができるよう、助⾔を⾏った。またそのためには多⾓的な視
点が必要であることも学⽣の気づきとして引き出すことができた。 
地域で⽣活する⽅は、疾患を治療することだけでなく療養者と家族が望む⽣活に可能な限り近づ
けるように、看護の役割や援助を考えられるように関わった。また療養者には訪問看護だけでな
く、様々な職種が関わっている。他職種連携の視点を持ち、地域で療養者を⽀えるとはどういう
ことか、地域包括ケアシステムとしての視点を持ちながら実習の⽬標が達成できるように関わっ
た。 

４． 授業科⽬名【      】 
 
 
 

 加⼊時期 所属学会等の名称 役職名等（任期） 

１． 2000 年 4⽉〜現在に⾄る ⽇本看護協会  
２． 2000 年 4⽉〜現在に⾄る ⽇本看護連盟  
３．    

 発⾏⼜は 
発表の年⽉ 

著書、学術論
⽂等の名称 

単著・ 
共著の別 

発⾏所、発表雑
誌等⼜は発表学
会等の名称 

概 要 



 
■ 外部資⾦（科学研究費補助⾦等）導⼊状況（本学共同研究費を含む）      

 

 

■ 社会における活動                                

（著書） 
１．      
２．      
３．      
（学術論⽂） 
１．      
２．      
３．      
（翻訳） 
１．      
２．      
３．      
（学会発表） 
１．      
２．      
３．      

（１） 共 同 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 研 究 者 
○代表者（ ）内は学外
者 

交付決定額 
（単位：円） 

１．     
２．     
３．     

（２） 個 ⼈ 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 交付決定額 
（単位：円） 

備 考 

１．     
２．     
３．     

 任   期 
期 間 等 

団体・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１．    
２．    



 
■ 学内における活動等（役職、委員、学⽣⽀援など）                 

 

３．    

 任   期 
期 間 等 

会議・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１． 2024 年 4⽉〜2024 年 3⽉ 実習コーディネーター  
２．    
３．    


